
令和２年度ごみ処理量（大野市分）

リサイクル施設処理量 1,981トン

・粗大ごみ処理 749トン
・資源ごみ処理 1,232トン

1,981トン

埋立処分量 552トン

・焼却残渣 462トン

・不燃物残渣 90トン

90トン

資源化 1,707トン

・古紙類 733トン

・鉄類（スチール缶含） 395トン

・アルミ類（アルミ缶含） 75トン

・ビン類 115トン

・ペットボトル 37トン

・乾電池等 20トン

・スラグ 332トン

粗大ごみより378トン

資源ごみより961トン

552トン

ごみ焼却量
9,830トン

462トン

ごみ搬入量 11,259 トン

・燃やせるごみ 9,737トン

・燃やせないごみ 537トン

・資源ごみ 985トン 9,278トン 368トン
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１人１日当たりごみ排出量の推移
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リサイクル率の推移
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令和２年度の主な取組

ごみ減量・分別方法などに関する講座等の実施回数（参加人数）

ごみの分別・減量について各種講座で説明

R2 R1 H30

(わく湧くお届け講座)

6回 101人

(外国人研修生研修)

3回 60人

(小学校出前講座)

5回 97人

(わく湧くお届け講座)

1回 25人

(外国人研修生研修)

11回 177人

(小学校出前講座)

4回 44人

(わく湧くお届け講座)

２回 52人

(外国人研修生研修)

１０回 191人

(小学校出前講座)

３回 76人

資源有効利用促進事業補助

古紙類の集団回収に対して補助を行う（6円／1㎏）

R2 R1 H30

（参加団体） 40団体

（回収量） 240トン

（補助金額） 1,439千円

（参加団体） 49団体

（回収量） 328トン

（補助金額） 1,968千円

（参加団体） 53団体

（回収量） 357トン

（補助金額） 2,139千円
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令和２年度の主な取組

シュレッダー紙くずの資源化

事業所から排出されるシュレッター紙くずを資源化

R2 R1 H30

(大野市役所からの資源化量)

1.86トン

(ビュークリーンおくえつからの資源化量)

5.91トン（大野・勝山の合計）

(大野市役所からの資源化量)

1.92トン

(ビュークリーンおくえつからの資源化量)

7.40トン（大野・勝山の合計）

(大野市役所からの資源化量)

1.97トン

(ビュークリーンおくえつからの資源化量)

6.71トン（大野・勝山の合計）

大野福祉会による缶類の市内拠点回収・資源化

障がい者自立支援事業として市内の約130か所の事業所等から缶類、

ペットボトルを回収し資源化

R2 R1 H30

（スチール缶） 8.4トン

（アルミ缶） 9.4トン

（ペットボトル）19.1トン

（合計） 36.9トン

（スチール缶） 13.8トン

（アルミ缶） 12.7トン

（ペットボトル）26.2トン

（合計） 52.7トン

（スチール缶） 18.4トン

（アルミ缶） 14.7トン

（ペットボトル）29.1トン

（合計） 62.2トン
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令和２年度の主な取組

スーパーによる店頭での資源回収

スーパーの店頭で資源（缶、ペットボトル、古紙）の回収を行う

おいしいふくい食べきり運動協力店の件数

食べ残しが出ない工夫をしたメニューの設定、お持ち帰りパックの提供などに協力

55件（R3.8月時点）

R2 R1 H30

（缶） 16.7トン

（ペットボトル） 26.0トン

（古紙） 326.0トン

（合計） 368.7トン

（缶） 16.6トン

（ペットボトル） 26.6トン

（古紙） 325.4トン

（合計） 368.6トン

（缶） 17.7トン

（ペットボトル） 26.8トン

（古紙） 341.3トン

（合計） 385.8トン

おいしいふくい食べきり運動とは？
①家庭やホテル・レストランなどで、おいしいふくいの食材を使っておいしい料理を作り、

②作られた料理をおいしく食べきって、

③残ってしまった料理は、家庭では新たな食材としてアレンジ料理に活用し、

外食時には持ち帰って家庭で食べきろう！ 6
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令和２年度の主な取組

食品ロス削減に向けた取組①
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令和２年度の主な取組

食品ロス削減に向けた取組②

広報おおの10月号に記事を掲載

１０月は「食品ロス削減月間」１０月３０日は「食品ロス削減の日」

（食品ロス削減推進法第９条）
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令和２年度の主な取組

食品ロス削減に向けた取組③

外食時の「おいしい食べきり」

全国キャンペーン

大野商工会議所へ協力依頼

キャンペーンチラシを会報誌

「CCI news」（R2.12.1発行）とともに

配布してもらい、会員へ周知

飲食店・旅館への協力依頼

１３件を訪問し、キャンペーンチラシを

ラミネート加工したものを配布
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第二期大野市環境基本計画の目標と実績（最終）

目標値未達成の要因は…

１人１日当たりのごみの排出量
・中部縦貫自動車道工事関係者の増加
（住民基本台帳に反映されない人口の増加）
・草木の持込みの増加

ごみの資源化率
・電子化の進展による紙ごみの減少
・スラグ未売却（R2年度）

項目 目標値
実績値
（R1）

実績値
（R2）

1人１日当たりの
ごみの排出量

850ｇ 950ｇ 952ｇ

ごみの資源化率 26％ 21.9％ 20.1％
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第三期大野市環境基本計画の数値目標

項目
基準値
（R1年度）

中間目標値
（R7年度）

最終目標値
（R12年度）

市民1人1日当たりの
ごみの排出量

950ｇ 929ｇ 919ｇ

ごみの資源化率 21.9％ 29.4％ 31.0％

食品ロスの発生量 898.5ｔ 762.9ｔ 627.2ｔ

重点施策①３Rによるごみ排出量削減の推進

重点施策②食品ロス削減の推進

重点施策③プラスチックごみ削減の推進
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今後の取組①

フードドライブ（R3年度～）

家庭で余っている食品を持ち寄り、

福祉団体、施設などを通じて必要

としている方に寄付する活動

県民せいきょうと連携

R3.6月 広報に協力

（回収量 442点、135.7㎏）

R3.12月 市役所、公民館等で受付
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今後の取組②

「てまえどり」の普及啓発

（農林水産省HPより）

・小学生向け出前講座

・市民向けわく湧くお届け講座

で紹介
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今後の取組③

プラスチックごみの分別回収方法の検討

プラスチック資源循環法成立（R3.6月）

（正式名称：プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律）

成立の背景

①海洋プラスチック問題

②気候変動

③プラスチックごみの輸入規制
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